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国 

語 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

※ 

解
答
は
全
て
解
答
用
紙
に
記
入
す
る
こ
と
。 

一 

次
の
文
の 

 

線
部
の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。 

 
 

 ① 
 

予
想
ど
お
り
の
答
え
。 

 
 

② 

楽
器
を
演
奏
す
る
。 

 
 

③ 

節
分
の
豆
を
食
べ
る
。 

 
 

④ 

目
印
を
探
す
。 

 
 

⑤ 

鳥
を
保
護
す
る
。 

 
 
 

⑥ 
 

銭
湯
に
入
っ
た
。 

 
 

 

⑦ 
 

先
生
が
訪
ね
て
来
ら
れ
た
。 

 
 

⑧ 

返
事
を
催
促
す
る
。 

 
 

 

二 

次
の
文
の 

 

線
部
を
漢
字
で
書
き
な
さ
い
。 

 

① 
 

さ
む
い
日
が
続
く
。 

 

② 

弟
は
に
ん
き
も
の
だ
。 

 
 

③ 

二
人
で
き
ょ
う
り
ょ
く
す
る
。 

 
 
 

④ 

じ
っ
け
ん
を
す
る
。 

 
 

 
 

⑤ 
 

あ
つ
い
本
を
読
む
。 

 

⑥ 
 

は
ん
が
く
シ
ー
ル
を
貼
る
。 

 

⑦ 

し
り
ょ
く
検
査
を
受
け
る
。 

 

⑧ 

わ
た
雪
が
ふ
わ
り
と
降
る
。 

 
 

 
 

 

三 

①
か
ら
④
は
対
義
語
、
⑤
か
ら
⑧
は
類
義
語
を 

 
 

か
ら
選
び
，
記
号
で
答
え
な
さ
い
。
あ
て
は
ま
ら
な
い
語
句
も
あ
り
ま
す
。 

（
対
義
語
） 

① 

有
形 

 
 

 
 

② 

軽
率 

 
 

 
 

③ 

祖
先 

 
 

④ 

偶
然 

 
 

 

（
類
義
語
） 

⑤ 

手
段 

 
 

 
 

⑥ 

任
務 

 
 
 

 
 

⑦ 

基
礎 

 
 
 

⑧ 

失
望 

 
 

 
 

  
 

 
 
 
 
 
 

ア 

慎
重 

 
 

 

イ 

落
胆 

 
 

 

ウ 

必
然 

 
 

 

エ 

申
請 

 
 

 

オ 

子
孫 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

カ 

使
命 

 
 

 

キ 

無
形 

 
 

 

ク 

方
法 

 
 

 

ケ 

基
本 

 
 

 

コ 

前
後 

  

四 

次
の
（ 

 

）
に 

 
 

か
ら
漢
字
一
文
字
を
選
び
，
四
字
熟
語
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。
解
答
欄
に
は
一
文
字
だ
け
書
く
こ
と
。 

（
あ
て
は
ま
ら
な
い
文
字
も
あ
り
ま
す
。
） 

① 
 

三
（ 

）
坊
主
：
意
味
〔
飽
き
っ
ぽ
く
て
何
を
や
っ
て
も
長
続
き
し
な
い
こ
と
〕 

 

② 
 

取
（ 

）
選
択
：
意
味
〔
必
要
な
も
の
を
選
ん
で
、
悪
い
も
の
や
い
ら
な
い
も
の
は
捨
て
て
し
ま
う
こ
と
〕 

 

③ 
 

再
（ 

）
再
四
：
意
味
〔
繰
り
返
し
何
度
も
同
じ
こ
と
を
す
る
こ
と
〕 

 

④ 
 

一
攫
（ 

）
金
：
意
味
〔
わ
ず
か
な
苦
労
で
一
度
に
大
儲
け
す
る
こ
と
〕 

 

⑤ 
 

単
刀
直
（ 

）
：
意
味
〔
前
置
き
や
遠
回
り
な
こ
と
を
せ
ず
、
す
ぐ
に
話
の
中
心
に
入
る
こ
と
〕 

 

⑥ 
 

（ 

）
色
満
面
：
意
味
〔
う
れ
し
い
気
持
ち
が
顔
い
っ
ぱ
い
に
広
が
っ
て
い
る
こ
と
〕 

 
 

 
 

三 
 

 
 

入 
 

 
 

 

苦 
 

 
 

 

日 
 

 
 
 

早 
 

 
 
 

喜 
 

 
 
 

捨 
 

 
 

 

千 
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国 

語 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
五 

次
の
文
章
を
読
ん
で
後
の
問
題
に
答
え
な
さ
い
。 

 

１ 

一
九
七
〇
年
代
後
半
か
ら
の
機
械
技
術
の
進
歩
は
、
す
さ
ま
じ
い
も
の
が
あ
っ
た
。
（
注
１
）
旋
盤
工
の
工
は
た
く
み
を
意
味
し
て
い
る
が
、
い
ま
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
制
御
の
旋
盤
の
前
で
働
く
人
の
多
く
は
、
旋
盤
工
と
は
呼
べ
な
い
。
旋
盤
要
員
に
す
ぎ
な
い
。
要
員
は
た
く
み
を
意
味
し
な
い
。
こ
と
ば
は
悪

い
が
、
使
い
捨
て
可
能
な
、
い
つ
で
も
ほ
か
の
人
に
取
り
替
え
る
こ
と
が
可
能
な
人
員
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
変
化
は
、
旋
盤
に
限
ら
ず
も
の
づ
く
り
の
あ
ら

ゆ
る
分
野
で
起
こ
っ
た
。
多
く
の
町
工
場
も
そ
の
変
化
の
波
に
の
ま
れ
て
新
し
い
機
械
に
頼
り
、
工
（
た
く
み
）
を
育
て
る
こ
と
を
怠
っ
た
。
大
量
生
産
を

前
提
と
し
た
時
代
は
①
そ
れ
で
よ
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
一
九
九
〇
年
代
に
入
っ
て
、
中
国
そ
の
他
の
新
興
工
業
国
の
㋐
台
頭
に
よ
っ
て
、
日
本
の
産
業
は

転
換
期
に
入
る
。
多
品
種
少
量
で
も
他
国
に
ま
ね
の
で
き
な
い
よ
う
な
す
ぐ
れ
た
も
の
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
生
き
残
れ
な
い
時
代
に
な
っ
た
。
新
し
い
機

械
に
だ
け
頼
っ
て
、
工
を
育
て
る
こ
と
を
怠
っ
た
多
く
の
町
工
場
はⒶ
廃
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。 

２ 

こ
の
と
こ
ろ
わ
た
し
は
、
町
工
場
の
集
積
地
と
し
て
知
ら
れ
る
（
注
２
）
地
元
の
大
田
区
と
東
大
阪
市
の
い
く
つ
か
の
、
今
も
元
気
に
が
ん
ば
っ
て
い
る

町
工
場
を
た
ず
ね
歩
い
た
。
②
あ
る
程
度
予
測
で
き
た
こ
と
で
は
あ
る
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
の
町
工
場
に
は
、
新
し
い
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
の
工
作
機
械

と
、
（
注
３
）
汎
用
機
と
呼
ば
れ
る
旧
式
の
機
械
が
同
居
し
て
い
た
。
東
大
阪
の
あ
る
町
工
場
は
、
ア
メ
リ
カ
の
航
空
機
や
超
精
密
な
工
作
機
械
部
品
を

つ
く
る
た
め
に
、
（
注
４
）
三
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
を
導
入
し
、
最
新
鋭
の
工
作
機
械
を
そ
ろ
え
て
い
る
現
場
で
あ
る
が
、
同
時
に
③
ス
イ
ス
㋑
セ
イ
や
国
産
の
か

つ
て
の
名
機
が
今
も
現
役
で
活
躍
し
て
い
た
。 

３ 

そ
こ
の
工
場
主
（
お
や
じ
）
さ
ん
が
わ
た
し
に
言
っ
た
。 

４ 

「
こ
う
い
う
機
械
で
若
い
人
に
は
鉄
を
削
る
手
ご
た
え
を
憶
（
お
ぼ
）
え
さ
せ
て
、
そ
れ
か
ら
あ
っ
ち
の
機
械
を
使
っ
て
も
ら
わ
な
い
と

ね
。
い
き
な
り
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
や
ら
せ
た
ら
“
削
り
”
を
知
ら
な
い
で
も
、
モ
ノ
が
で
き
る
っ
て
錯
覚
し
ち
ゃ
う
か
ら
ね
。
」 

５ 

戦
後
し
ば
ら
く
の
町
工
場
に
と
っ
て
は
垂
涎
（
す
い
ぜ
ん
）
の
㋒
マ
ト
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
今
で
は
博
物
館
ゆ
き
も
不
思
議
で
は
な
い

機
械
が
、
若
い
工
を
育
て
て
い
る
姿
が
そ
こ
に
は
あ
っ
た
。
錯
覚
し
ち
ゃ
う
か
ら
ね
、
と
い
う
工
場
主
さ
ん
の
言
葉
が
㋓
イ
ン
シ
ョ
ウ
に
残

っ
て
い
る
。 

 

（
注
１
）
旋
盤
工…

金
属
を
削
っ
て
加
工
す
る
職
人
。 

（
注
２
）
地
元
の
大
田
区…

筆
者
は
東
京
都
大
田
区
生
ま
れ
で
、
近
辺
の
工
場
に
勤
務
し
て
い
た
。 

（
注
３
）
汎
用
機…

さ
ま
ざ
ま
な
用
途
に
使
用
で
き
る
機
械
。 

（
注
４
）
三
次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ…

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
っ
て
、
立
体
を
設
計
す
る
シ
ス
テ
ム
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

【 

小
関 

智
弘
「
錯
覚
し
ち
ゃ
う
か
ら
ね
」
よ
り 

】 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

問
一 

傍
線
部
㋐
〜
㋓
に
つ
い
て
、
カ
タ
カ
ナ
は
漢
字
で
、
漢
字
は
そ
の
読
み
を
ひ
ら
が
な
で
書
き
な
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

問
二 

波
線
部Ⓐ
に
つ
い
て
、
「
廃
棄
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
」
と
同
じ
意
味
を
表
す
表
現
を
、
次
か
ら
選
び
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 
 

 
 

ア 

廃
業
し
か
ね
な
い 

 
 

イ 

廃
業
す
る
べ
き
だ 

 
 

ウ 

廃
業
せ
ざ
る
を
得
な
い 

 
 

 
 

エ 

廃
業
す
る
ま
い
と
す
る 

オ 

廃
業
す
る
ま
で
も
な
い 

 

問
三 

傍
線
部
①
「
そ
れ
で
よ
か
っ
た
」
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
か
。
解
答
欄
に
合
う
よ
う
に
、
本
文
か
ら
二
十
字
以
内
で
抜
き
出
し
て
書
き
な

さ
い
。 

 

問
四 

傍
線
部
②
に
つ
い
て
、
筆
者
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
「
予
測
」
し
て
い
た
の
か
。
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
か
ら
選
び
記
号
で
答
え
な
さ

い
。 

 
 

 
 

ア 

機
械
に
頼
ら
ず
生
産
を
行
っ
て
い
る
こ
と
。 

 
 

 
 

イ 

新
旧
の
機
械
が
と
も
に
備
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
。 

 
 

 
 

ウ 

一
人
一
人
の
作
業
員
の
技
能
が
非
常
に
高
い
こ
と
。 

 
 

 
 

エ 

古
い
機
械
で
精
密
な
部
品
を
生
産
し
て
い
る
こ
と
。 

 
 

 
 

オ 

最
新
鋭
の
機
械
が
活
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
。 

 

問
五 

傍
線
部
③
に
つ
い
て
、
か
つ
て
の
機
械
が
今
も
使
わ
れ
る
の
は
何
の
た
め
か
。
本
文
中
の
語
句
を
用
い
て
、
二
十
字
程
度
で
書
き
な
さ
い
。 

 

問
六 

本
文
か
ら
旋
盤
工
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
と
は
何
か
。
最
も
適
切
な
も
の
を
、
次
か
ら
選
び
記
号
で
答
え
な
さ
い
。 

 
 

 
 

ア 

時
代
の
流
れ
に
柔
軟
に
対
応
す
る
姿
勢
。 

 
 

 
 

イ 

切
磋
琢
磨
（
せ
っ
さ
た
く
ま
）
し
て
技
術
を
磨
く
仲
間
の
存
在
。 

 
 

 
 

ウ 

ま
っ
た
く
新
し
い
も
の
を
生
み
出
す
発
想
力
。 

 
 

 
 

エ 

身
体
に
染
み
つ
い
て
い
る
鉄
を
削
る
感
覚
。 

 
 

 
 

オ 

最
先
端
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
い
こ
な
す
先
進
性
。 

 

著
作
権
上
の
理
由
に
よ
り
︑
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
︑
ご
了
承
願
い
ま
す
︒ 
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数  学 

 

１．次の計算をしなさい。（分数の答えは約分する） 

（ ① ～ ⑥ 問 ×１ 点 ＝ ６ 点 ， ⑦ ～ ⑨ 問 ×２ 点 ＝ ６ 点 ）  

①   ４＋５＋３＝ ②  ３０－１０－５＝１１ ③  ２×９＝８ 

 

④  １２×４＝７６ ⑤  ８４５÷５＝１４１ ⑥  ８０×１．５＝ 

１６ .８  

⑦   
９

７
 － 

２

７
  ＝３

４
  ⑧  

１

３
 × 

３

７
 ＝         ⑨  

１

４
   ÷ 

２

３
 ＝  

 

 

２．次の数字を，下の数直線の上に矢印 で示しなさい。              

９．２      
    

                             

 

 

３．次の問いに答えなさい。                            

 

②   19.42 の小数第二位を四捨五入しなさい。          ①答え（         7．  ）  

 

 

③   120 の 50％はいくつですか。  ②答え（           ）  

 

 

④   時速 60 ㎞は分速何ｍですか。    ③答え（       0 ｍ／分） 

 

 

４．１個の重さの平均が 200ｇのトマトがあります。  

次の問いに答えなさい。                            

 

①   このトマト 15 個の重さは,およそ何㎏になりますか。 

 

    

①答え（ 約          ㎏）  

②   このトマトがおよそ何個あると,重さが６㎏になりますか。 

      

          

③  答え（ 約          個）  

 

 

５．次の図形の①，②は面積を，③は円周を求めなさい。ただし，π=３とする。 

 

①  平行四辺形         ②  三角形     ③  円                

             

 

 

 

 

 

 

 

 

面積（ ３   cｍ ２ ）             面積（       ｍ ２ ）     円周（     ｃｍ） 

 

 

 

 

 

（ ３ 問 ×２ 点 ＝ ６ 点 ） 

（ １ 問 ×２ 点 ＝ ２ 点 ） 

3.5 cm

6 cm

3 cm

底辺＝４ｍ

高
さ

＝
３

ｍ

半径＝7cm



 サンプル問題 平成 8 年 6 月更新  
 

６．１個の重さχg のボール６個が yg の重さの箱に入っているとき，次の問いに答えなさい。 

①  全体の重さを式で表しなさい。 

 

 

①答え（             ）  

 

②  １個のボールの重さを 100ｇとし，箱の重さを 300ｇとしたときの全体の重さは。 

 

 

 

 

③  答え（            ｇ   ）  

 

 

 

７．学級文庫の本を２冊買おうとしたところ，男子から７冊，女子から４冊の希望がでました。 

次の問いに答えなさい。ただし，男女で同じ本の希望はなかったとします。 

                                             

①男子から１冊，女子から１冊選んで買う場合，その本の組み合わせは何通りありますか。 

    
５ ×４

２
＝10 

①  答え（          通り   ）  

 

②男子，女子の区別なく考えた場合，その本の購入組み合わせは何通りありますか。 

    （表 ,表 , 

②  答え（          通り  
３

８
 ）  

 

 

８ . 次の計算をしなさい。 

① 𝟐√𝟔 × 𝟒√𝟔 = (𝟑 + 𝟒)√𝟐 = 7√𝟐                        ②（ √𝟔 − １ )２ = 

          

 

①  答え（     7√𝟐   ）            ②答え（  −√𝟖     ）  

 

 

９ . 次の図を見て各問いに答えなさい。 

 

①次のχ cm の長さを求めなさい。/DC よ  

 

 

        

 

 

 

 

 

①  答え（          cm  ）  

 

 

②図の∠χの大きさを求めなさい。   

   AP//DC より，同位     ADC＝∠ BAP＝ 35 

   

②答え（         °４  ）  

75°

65°105°

∠χ

8cm

χcm

6cm


